
「
六
甲
山
の
災
害
展
」
の
開
催
と

 

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設

神
戸
県
民
セ
ン
タ
ー
六
甲
治
山
事
務
所
・
農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

１
．
は
じ
め
に

　
兵
庫
県
で
は
、
過
去
か
ら
度
重
な
り
発
生
し
て
い
る
六

甲
山
系
の
土
砂
災
害
の
歴
史
を
学
び
、
山
地
災
害
に
関
す

る
知
識
や
防
災
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
令
和
２
年

８
月
12
日
か
ら
23
日
ま
で
の
間
、
「
六
甲
山
の
災
害
展
」

を
神
戸
市
内
の
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念 

人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
」
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
例
年
は
、
六
甲
山
系
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

「
昭
和
13
年
阪
神
大
水
害
」
や
「
昭
和
42
年
豪
雨
災
害
」
、

近
年
発
生
し
た
豪
雨
災
害
等
の
貴
重
な
記
録
を
パ
ネ
ル
や

映
像
に
よ
り
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
災
害
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

体
験
で
き
る
土
石
流
の
模
型
実
験
装
置
等
の
展
示
等
を
行

い
、
防
災
・
減
災
対
策
の
普
及
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
パ
ネ
ル
展
示
の
み
の
開
催

と
し
、
実
験
装
置
に
よ
る
実
演
等
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
災
害
展
に
関
連
す
る
様
々
な
防
災

情
報
を
よ
り
多
く
の
県
民
へ
周
知
す
る
た
め
に
、
「
六
甲

山
の
災
害
展
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
開
設
し
、
通
年
で
広

く
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

２
．
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
内
容

　
当
サ
イ
ト
は
、
災
害
展
初
日
の
８
月
12
日
か
ら
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
お
り
、
10
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
掲
載
し
て
い
る
情
報

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

①
「
六
甲
山
の
災
害
展
と
は
」

　
　
六
甲
山
系
で
過
去
に
発
生
し
た
災
害
の
概
要
と
、
災

害
展
の
開
催
の
目
的
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

②
「
土
砂
災
害
の
実
験
・
啓
発
動
画
リ
ン
ク
集
」

　
　
土
石
流
実
験
や
雨
の
降
り
方
の
実
験
映
像
や
土
砂
災

害
に
関
す
る
情
報
を
紹
介
し
て
い
る
サ
イ
ト
や
動
画
へ

の
リ
ン
ク
集
で
す
。
様
々
な
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
が
貼

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
防
災
学
習
に
利
用
で
き
ま
す
。

六甲山の災害展開催状況

感染症予防対策
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③
「
六
甲
山
の
災
害
展
ｗ
ｅ
ｂ
展
示
」

　
　
災
害
展
で
展
示
し
て
い
る
過
去
の
甚
大
な
山
地
災
害

と
そ
の
復
旧
へ
の
取
り
組
み
写
真
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
資

料
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

④
「
こ
れ
ま
で
の
六
甲
山
の
災
害
展
」

　
　
過
去
の
来
場
者
よ
り
災
害
展
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
ブ
ロ
グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
等
へ
の
リ
ン
ク
集
で

す
。

⑤
「
六
甲
山
の
災
害
史
ほ
か

　
文
献
紹
介
」

　
　
六
甲
山
の
誕
生
や
地
質
等
の
自
然
環
境
か
ら
六
甲
山

の
過
去
の
災
害
と
治
山
事
業
の
歴
史
を
紹
介
し
た
『
六

甲
山
災
害
史
』
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
掲
載
し
て
い
ま

す
。

⑥
「
阪
神
大
水
害
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」

　
　
昭
和
13
年
に
発
生
し
た
阪
神
大
水
害
に
つ
い
て
、
当

時
の
映
像
や
手
記
、
被

災
さ
れ
た
方
々
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
等
、
大
水

害
の
記
録
と
伝
承
に
つ

い
て
取
り
ま
と
め
た
サ

イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
で
す
。

⑦ 「
六
甲
山
の
治
山
・

　
砂
防
の
歴
史
」

　
　
（
株
）
ラ
ジ
オ
関
西
制

作

のY
o
u

T
u

b
e

チ

ャ

ン
ネ
ル
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
『
六
甲
山
の
治
山
の
歴
史
を
学
ぼ
う
』
へ
の
リ
ン

ク
で
す
。
元
六
甲
治
山
事
務
所
長
の
山
田
裕
司
氏
に
よ

り
、
六
甲
山
の
治
山
・
砂
防
、
並
び
に
六
甲
山
系
の
植

林
の
歴
史
に
つ
い
て
詳
し
い
解
説
が
動
画
に
て
閲
覧
で

き
ま
す
。

⑧
「
兵
庫
県
の
Ｃ
Ｇ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

　
　
兵
庫
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
Ｃ
Ｇ
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
の
リ
ン
ク
で
す
。

⑨
「
兵
庫
県
・
神
戸
市
ほ
か
気
象
と
防
災
情
報
リ
ン
ク
集
」

　
　
国
土
交
通
省
、
気
象
庁
、
兵
庫
県
及
び
阪
神
間
の
各

市
町
が
発
す
る
防
災
・
気
象
情
報
へ
の
リ
ン
ク
集
で
す
。

⑩
「
六
甲
山
の
歴
史
・
文
化
・
林
業
遺
産
の
紹
介
」

　
　
「
再
度
山
の
植
林
と
関
連
資
料
」
が
、
（
一
社
）
日
本

森
林
学
会
に
お
い
て
、
令
和
２
年
５
月
に
林
業
遺
産
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
認
定
に
至
る
資
料
の
紹
介
と

リ
ン
ク
先
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

３
．
お
わ
り
に

　
今
年
度
「
六
甲
山
の
災
害
展
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
影
響
に
よ
り
、
来
場
者
数
は

例
年
の
二
割
程
度
約
５
４
０
名
ま
で
減
少
し
ま
し
た
が
、

「
六
甲
山
の
災
害
展
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
の
公
開
に
よ
っ

て
、
災
害
展
終
了
後
も
六
甲
山
の
災
害
に
関
す
る
様
々
な

情
報
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
当
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
情
報
の
更
新
と
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
防
災
・
減
災
に
関
す
る
研
修
会
等
で
当

サ
イ
ト
の
紹
介
を
積
極
的
に
進
め
、
当
サ
イ
ト
の
周
知
に

よ
り
、
県
民
の
防
災
、
減
災
へ
の
知
識
や
意
識
の
向
上
と
、

将
来
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
災
害
発

生
時
の
被
害
抑
制
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

昭和1 3 年災害の被災状況

阪神大水害デジタ ルアーカ イ ブ

ト ッ プページ

明治3 6 年に実施さ れた再度山の積苗工

（ 写真） と 神戸市の造林台帳

『 六甲山災害史』

サイ ト 紹介

（ 六甲の治山・ 砂防の歴史）
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